
様式第１号（第３条関係）
　　　　　　　　　　　　補　助　金　交　付　申　請　書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　　号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成31年3月15日
（公社）ひょうごツーリズム協会理事長　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　　兵庫市南区1-2-3
　　　　　　　　　　　　　　　　　団体名　　兵庫町観光振興協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　理事長　兵庫 太郎　　　印
　　外国人観光客受入基盤整備事業を下記のとおり実施したいので、補助金600千円を交付願いたく補助金交付要綱第３条の規定により、関係書類を添えて申請します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　１　事業の内容及び経費区分
・補助事業計画書（別紙１）
・補助事業収支予算書（別紙２）

　２　事業の着手予定年月日　　　　　　年　月　　日
　　　事業の完了予定年月日　　　　　　年　月　　日
　３　添付書類
別紙１
補助事業計画書
１　事業の概要
	目的・ねらい
	多言語の看板やパンフレットを整備することにより、外国人観光客周遊の利便性を向上させる。あわせて、多言語HPと動画作成により、兵庫町の知名度向上を図る。

	事業予定期間
	平成31年4月15日から2020年2月28日

	自主財源等での
事業継続の有無
	※補助終了後も自主財源等で当該事業を継続する予定がある場合は、終了予定を記載ください。

有（　　　　年　　月まで）・無

	事業実施場所
	町内各所

	具体的な

事業内容

	【全体事業の内容】

※事業概要をできるだけ詳しく記載して下さい。
昨今のインバウンド人気の高まりと、京都や大阪などの観光地から少し足を伸ばした地方にも目的地が広がっていることを受け、外国人旅行者の誘客に繋げるべく、地域内の多言語対応の整備を進める。実際に現地を訪れた旅行者の満足度を向上させ、リピーター増加や口コミの広がりなどに繋げる。

	
	【今回の補助金の申請対象の内容】
※既存事業の拡充の場合は拡充内容が分かるように記載して下さい。
●多言語看板MAPの設置
　英語・中国語（簡体字・繁体字）・韓国語の4言語併記のものを域内10カ所に設置（参考：別添資料①）
●多言語パンフレットの作成
　英語版を5,000部（日本語と併記、英語でも詳細な内容説明などを記載し、日本語と同程度の情報を記載する）
　配布予定場所：各駅の案内所、域内の観光施設20カ所程度に常時設置
●多言語HPとPR動画の作成
　英語・中国語（簡体字・繁体字）・韓国語の4言語のHP（観光スポット、グルメ、体験メニュー、宿泊施設の情報等を掲載）
　3分程度のPR動画をHPにアップ
●インバウンド対応研修会の実施
　講師を招き、外国人客対応において気を付けなければならないこと、文化や習慣の違いなどを学ぶ。

　受講予定者：町内宿泊施設・飲食店等の従業員

	期待される
効     果
	※誘客・利用目標、地域への波及効果等を記載（外国人観光客の増加目標数、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞのｱｸｾｽ目標件数など、出来るだけ数値化して記載してくだい）
インバウンド受入体制の整備と情報発信の強化により、外国人観光客の増加等を図る。具体目標は以下の通り；
インバウンド観光客 月100人（現在50人）
HPのPV数 月平均3100ビュー


（注）事業内容がわかる企画書等があれば添付願います。
（1） ２　推進体制の概要
（2） 団体概要（※定款・会則、役員名簿、構成員名簿等も添付してください。）

【団体の目的】

　　　別添の会則を参照

　　【構成員】

　　　別添の構成員名簿を参照

　　【その他】

1 法人格の有無　　　　有　・　無

2 基本財産・資本金　　3100　千円

3 消費税納税義務　　　有　・　無
（２）事業展開に関する他の団体・事業者等との連携状況等（該当する場合）

	団体等の名称
	代表者名
	連携内容・役割

	兵庫町旅館組合
	北南広子
	宿泊施設にてパンフレット設置
インバウンド研修の実施

	
	
	

	
	
	


（３）本件問合先（※事業内容や経費について協会より問合せする際のご担当者様）

	職・氏名
	事業課　五国 はばた

	連

絡

先
	ＴＥＬ
	012-345-6789

	
	ＦＡＸ
	012-345-9876

	
	e-mail
	gokoku-habatan@hyogo-chou.jp


別紙２
補助事業収支予算書
１　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	科　　　目
	予　算　額
	摘　　　要

	補助金
	600,000
	ひょうごツーリズム協会

	自己資金
	660,000
	

	
	
	

	
	
	

	合　　　　　計
	1,260,000
	


· 摘要欄に補助金の相手方を記載してください。

· ひょうごツーリズム協会からの補助金は千円未満切捨で記載してください。


２　支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	科　　　目
	項　　目
	予　　算　　額
	摘　　　　要

	補助対象経費
	委託費
	
	400,000
	看板（見積もり①）

	
	委託費
	
	250,000
	パンフレット（②）

	
	委託費
	
	450,000
	HP、動画（③）

	
	庁費
	謝金・会場借上料
	100,000
	研修会（④）

	
	
	
	
	

	
	小　　　計
	1,200,000
	

	補助対象外経費
	委託費
	
	50,000
	パンフ日本語版（②）

	
	庁費
	食糧費
	10,000
	研修会でのお弁当代（④）

	
	小　　　計
	60,000
	

	合　　　　計
	1,260,000
	


※それぞれの経費区分に沿って積算内訳書を作成・添付して下さい。

＜留意事項＞

注１）当該事業にかかる収入がある場合、当該収入相当額については補助対象外経費に計上してください。
注２）過去に同様事業の実施実績がある場合、事業内容を拡充した部分にかかる経費が補助金の対象経費になります。

注３）消費税納税義務者で、当該補助金に係る仕入れに係る消費税等相当額がある場合は、補助対象外経費に記入すること。

＜記入例＞





実施内容を箇条書きにする。


作成言語や作成数、配布場所含め、わかっている範囲でなるべく詳しく記載。








設置場所を記した地図を用意





消費税納税義務「有」の場合、次頁の収支予算書 支出の部は税抜金額を記載、「無」の場合には税込金額を記載





他の補助金を併用する場合はこちらに記載する


摘要欄には補助金名を記載する





収入の部と支出の部の合計は一致させる





見積書に番号を振り、対応させておく
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